
本
部
は
９
月

日
、
２
０

28

１
５
年
度
基
本
協
約
・
協
定

改
訂
交
渉
を
集
約
し
、
会
社

に
妥
結
を
通
告
し
ま
し
た
。

本
部
は
、
８
月
７
日
『
申
第

６
号
』
と
し
て
会
社
に
申
し

入
れ
て
以
降
、
組
合
員
の
切

実
な
要
求
を
勝
ち
取
る
た
め

に
、
本
部
・
地
本
・
分
会
と

一
体
と
な
っ
て
闘
っ
て
き
ま

し
た
。

今
交
渉
の
柱
は
、
①
大
津

波
警
報
が
発
せ
ら
れ
た
場
合

安
倍
政
権
が
強
引
・
傲
慢

に
推
し
進
め
て
い
る
安
保
関

連
法
案
の
撤
回
・
安
倍
首
相

の
退
陣
を
求
め
る
集
会
、
辺

野
古
埋
め
立
て
や
原
発
再
稼

働
に
反
対
す
る
集
会
が
、
連

日
国
会
前
な
ど
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
各
集
会
に
は
、
全

国
か
ら
多
く
の
市
民
が
集
ま

り
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
新
幹
線

地
本
を
中
心
に
、
Ｊ
Ｒ
総
連

の
仲
間
と
共
に
連
続
し
た
集

会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

９
月
９
日
「
戦
争
法
案
廃

案
！
日
比
谷
大
集
会
」
、
９

月

日
「
戦
争
法
案
反
対
国

10
会
前
集
会
（
連
続
行
動
第
17

回
）
」
、
９
月

日
「
戦
争
法

11

案
廃
案
！
国
会
正
門
前
大
集

会
、
９
月

日
「
止
め
よ
う
！

12

辺
野
古
埋
め
立
て
９
・

国
12

会
包
囲
」
、
９
月

日
「
戦

14

争
法
案
反
対
！
戦
争
法
案
廃

案
！
安
倍
政
権
退
陣
！
９
・

国
会
包
囲
大
行
動
」
、
９

14月

日
連
合
「
『
安
全
保
障

15
関
連
法
案
』
成
立
阻
止
９
・

国
会
前
行
動
」
と
「
戦
争

15法
案
廃
案
９
・

国
会
前
集

15

会
」
、
９
月

日
「
戦
争
法

16

案
廃
案
！
９
・

国
会
前
集

16

会
」
、
９
月

日
「
戦
争
法

17

案
廃
案
！
９
・

国
会
前
集

17

会
」
、
９
月

日
「
戦
争
法

18

案
廃
案
！
９
・

国
会
前
集

18

会
」
、
９
月

日
「
９
・

23

23

さ
よ
う
な
ら
原
発
、
さ
よ
う

な
ら
戦
争
全
国
集
会
」
な
ど

で
す
。

こ
の
よ
う
な
国
民
の
声
を

無
視
し
て
、
安
倍
政
権
は
９

月

日
、
安
保
関
連
法
案
を

19
強
行
採
決
し
た
の
で
す
。
Ｊ

Ｒ
東
海
労
は
９
月

日
、
参

20

議
院
に
お
け
る
「
安
全
保
障

関
連
法
案
」
の
強
行
採
決
弾

劾
！
「
戦
争
の
で
き
る
国
」

に
つ
く
り
変
え
た
安
倍
政
権

を
許
さ
ず
断
固
闘
う
声
明
を

発
し
ま
し
た
。

字
通
り
、
日
本
が
「
戦
争
で

き
る
国
」
に
な
っ
た
歴
史
的

な
日
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
労

は
、
安
倍
政
権
の
強
行
採
決

を
弾
劾
す
る
▼
昨
年
７
月
１

日
、
憲
法
解
釈
変
更
に
よ
る

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認

が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
そ
の

報
告
書
を
出
し
た
「
安
保
法

制
懇
」
の
委
員
に
は
、
葛
西

名
誉
会
長
が
い
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
国
会
前

で
訴
え
る
市
民
の
意
見
を
一

切
無
視
す
る
姿
勢
と
、
住
民

の
意
見
を
無
視
し
リ
ニ
ア
建

設
を
強
引
に
推
し
進
め
る
姿

勢
は
共
通
し
て
い
る
▼
こ
の

よ
う
な
政
権
を
選
ん
だ
の

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
有
権

者
で
あ
る
。
自
民
党
・
公
明

党
と
そ
の
議
員
を
投
票
し
た

人
は
戦
争
政
策
の
加
担
に
値

す
る
。
そ
し
て
、
投
票
を
放

棄
し
た
人
も
間
接
的
に
手
助

け
し
た
と
い
え
る
。
「
最
大

の
戦
争
責
任
は
国
民
の
無

知
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

ま
さ
に
、
前
回
の
衆
議
院
選

挙
の
こ
と
を
指
す
と
い
え
る

▼
成
立
し
た
安
保
法
は
何
と

し
て
も
撤
回
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

政
権
交
代
し
か
な
い
。
次
期

選
挙
は
、
安
保
法
撤
回
を
公

約
に
掲
げ
る
候
補
者
が
過
半

数
の
当
選
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
政
治
に
無
関
心
な
人

を
つ
く
っ
た
の
は
、
今
の
大

人
の
責
任
で
も
あ
る
。
職
場

か
ら
、
政
治
に
関
心
を
持
て

る
若
者
を
育
て
よ
う
。
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９
月

日
、
参
議
院

19

本
会
議
で
安
倍
政
権
は

「
安
保
関
連
法
案
」
を

強
行
採
決
し
た
。
文

汽 笛
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の
新
幹
線
の
運
行
停
止
、
②

新
幹
線
の
列
車
火
災
対
策
、

③
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
一
律
配

分
、
④
年
休
完
全
取
得
、
休

日
出
勤
の
解
消
、
⑤
専
任
社

員
の
労
働
条
件
の
改
善
、
⑥

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
中

止
の
６
項
目
で
し
た
。
団
体

交
渉
は
、
「
再
申
し
入
れ
」

に
基
づ
く
団
体
交
渉
を
含
め

て
９
回
開
催
し
ま
し
た
。
本

部
は
、
粘
り
強
く
議
論
を
行

い
ま
し
た
が
、
会
社
は
要
求

対
し
て
「
当
社
に
お
け
る
労

働
条
件
や
福
利
厚
生
の
レ
ベ

ル
は
す
で
に
高
い
水
準
に
あ

る
」
こ
と
を
理
由
に
「
現
段

階
で
協
約
を
変
え
る
考
え
は

な
い
」
と
、
不
誠
実
な
回
答

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

９
月

日
、
会
社
は
第
８

15

回
団
体
交
渉
で
最
終
回
答
を

示
し
ま
し
た
。
回
答
内
容
は

「
協
約
等
の
改
訂
に
関
す
る

事
項
」
と
し
て
、
①
育
児
休

職
（
小
学
校
）
の
新
設
、
②

時
間
外
労
働
の
免
除
、
時
間

外
労
働
の
制
限
お
よ
び
深
夜

業
務
の
制
限
の
適
用
期
間
の

拡
大
、
③
保
存
休
暇
の
使
途

拡
大
、
④
苦
情
処
理
の
範
囲

の
追
加
、
⑤
基
本
協
約
の
条

文
の
改
訂
で
す
。
「
制
度
等

の
改
正
に
関
す
る
事
項
」
と

し
て
、
①
確
定
拠
出
年
金
企

業
型
の
導
入
、
②
施
設
優
待

の
見
直
し
、
③
防
寒
コ
ー
ト

（
接
客
）
の
見
直
し
、
④
無

期
契
約
社
員
の
休
業
事
由
の

追
加
の
見
直
し
だ
け
の
も
の

で
し
た
。
本
部
は
持
ち
帰
り

検
討
と
し
、
同
日
『
申
第
８

号
』
と
し
て
、
重
点
項
目
で

あ
る
６
項
目
に
つ
い
て
「
再

申
し
入
れ
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
く
第
９
回
団
体

交
渉
は
９
月

日
に
開
催
し

24

ま
し
た
。

９
月

日
の
第
４
回
中
央

26

執
行
委
員
会
に
お
い
て
、
こ

れ
以
上
の
前
進
を
勝
ち
取
る

こ
と
は
困
難
と
判
断
し
、
今

次
交
渉
に
つ
い
て
集
約
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

闘
い
を
強
化
す
る
た
め
に
、

本
部
は
そ
の
最
先
頭
で
闘
う

こ
と
を
表
明
し
、
共
に
闘
い

抜
い
た
全
組
合
員
の
皆
さ
ん

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
員
の
要
求
実
現
せ
ず

課
題
残
し
つ
つ
基
本
協
約
・
協
定
妥
結

連日開催の国会前集会に参加



９
月

日
、
新
幹
線
関
西

20

地
本
は
改
憲
阻
止
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
中
心
に
、
「
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
ひ
が
し
よ
ど
が

わ
」
で
、
第
２
回
平
和
研
修

を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
に

は
、
組
合
員
の
他
、
地
域
の

仲
間
や
家
族
が
集
ま
り
ま
し

た
。

関
西
大
学
法
学
部
・
高
作

教
授
よ
り
、
「
解
釈
改
憲
の

ク
ー
デ
タ
ー
を
許
さ
な
い
―

『
戦
争
法
』
廃
止
／
撤
回
を

目
指
し
て
―
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
を
受
け
た
後
、
活

発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し

た
。
組
合
員
か
ら
の
質
問
に

対
し
て
、
高
作
教
授
は
「
日

米
安
保
条
約
で
米
国
が
日
本

人
の
安
全
を
保
障
す
る
と
い

う
明
文
化
は
な
い
。
日
本
人

の
た
め
に
米
兵
が
命
を
落
と

し
た
事
は
な
い
。
逆
に
、
沖

縄
で
は
米
兵
に
よ
っ
て
県
民

の
命
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

徴
兵
制
は
制
度
を
つ
く
る
必

要
は
な
い
。
ソ
フ
ト
な
徴
兵

制
（
経
済
的
理
由
に
よ
る
希

望
、
企
業
の
中
の
退
陣
自
衛

官
の
活
用
）
に
な
っ
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
総
連
東
海
地
協
平
和

研
修
が
９
月

～

日
、
長

24

25

野
県
阿
智
村
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
研
修
に
は

名
が
参

23

加
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
か
ら
も
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
満
蒙
（
ま
ん
も

う
）
開
拓
団
の
語
り
部
・
中

島
千
鶴
さ
ん
の
講
演
を
受
け

ま
し
た
。
中
島
さ
ん
は
、
開

拓
団
で
の
生
活
、
ソ
連
軍
か

ら
の
逃
避
行
、
収
容
所
で
の

生
活
、
中
国
人
と
し
て
の
生

活
、
家
族
と
の
別
れ
な
ど
に

つ
い
て
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
満
蒙
開
拓
平

和
記
念
館
を
見
学
し
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
非

２
４
５
日
間
と
い
う
戦
後

最
長
と
な
っ
た
通
常
国
会
が

閉
会
し
ま
し
た
。
こ
の
国
会

で
、
自
・
公
の
法
案
の
強
行

採
決
な
ど
、
強
引
な
国
会
運

営
に
よ
っ
て
立
憲
主
義
・
民

主
主
義
が
破
壊
さ
れ
、
戦
争

放
棄
、
平
和
主
義
の
日
本
か

ら
「
戦
争
の
で
き
る
国
」
日

本
に
大
転
換
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。９

月

日
の
大
混
乱
し
た

18

安
保
法
特
別
委
員
会
は
、
鴻

池
委
員
長
の
「
委
員
会
再
開

宣
言
」
も
な
い
ま
ま
、
な
し

崩
し
的
に
始
め
ら
れ
た
委
員

会
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
委
員

会
と
し
て
は
成
立
し
て
い
な

い
も
の
で
す
。
委
員
会
再
開

と
同
時
に
、
委
員
で
も
な
い

与
党
議
員
が
委
員
長
を
「
か

ま
く
ら
」
の
よ
う
に
取
り
囲

み
、
そ
れ
以
降
、
与
党
議
員

と
野
党
議
員
が
入
り
乱
れ
た

状
態
が
８
分
続
き
ま
し
た
。

こ
の
安
保
法
特
別
委
員
会

の
議
事
録
を
確
認
す
る
と
、

「
発
言
す
る
者
も
多
く
、
議

場
騒
然
、
聴
取
不
能
、
【
委

員
長
退
席
】
午
後
四
時
三
十

六
分
」
と
、
た
っ
た
４
行
の

み
が
記
さ
れ
て
い
た
だ
け

で
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
何
が

採
決
さ
れ
何
が
成
立
し
た
か

誰
も
解
ら
な
い
委
員
会
だ
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
法
案
を
採
決
す

る
た
め
に
再
開
さ
れ
た
本
会

議
で
も
、
安
保
関
連
法
案
を

数
の
力
で
押
し
切
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
暴
挙
は
、

国
権
の
最
高
機
関
で
あ
る
国

会
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
す
。
私
は
「
こ
れ
（
安

保
法
案
）
は
無
効
だ
。
何
も

決
ま
っ
て
い
な
い
！
」
と
、

議
場
で
訴
え
て
反
対
票
を
投

じ
ま
し
た
。

９
月

日
の
『
毎
日
新
聞
』

28

１
面
ス
ク
ー
プ
で
“
憲
法
解

釈
変
更
「
法
制
局
１
日
で
審

査
」
過
程
公
文
書
に
残
さ
ず

”
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
７
月
１
日
に
閣
議
決
定

し
た
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
に
必
要
な
憲
法
９
条
の
解

釈
変
更
の
審
査
を
内
閣
法
制

局
は
、
前
日
の
６
月

日
に

30

内
閣
か
ら
依
頼
さ
れ
「
意
見

な
し
」
と
わ
ず
か
１
日
で
終

了
し
た
上
、
公
文
書
に
も
残

さ
な
か
っ
た
こ
と
が
報
道
で

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
通

常
、
こ
の
種
の
審
査
に
は
「
天

井
ま
で
積
み
上
が
る
く
ら
い

の
文
書
の
量
と
、
少
な
く
と

も
１
年
近
く
の
時
間
が
必
要

だ
ろ
う
。
つ
ま
り
法
制
局
は
、

今
回
は
何
も
し
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
」
と
、
元
官
僚

の
小
西
洋
之
参
議
院
議
員
が

批
判
し
て
い
ま
す
。

安
保
法
を
自
・
公
の
強
権

を
も
っ
て
成
立
さ
せ
た
直
後

に
、
安
倍
首
相
は
「
経
済
政

策
第
三
の
矢
」
と
、
経
済
同

友
会
も
あ
り
得
な
い
と
断
じ

た
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
」

と
い
う
ア
ド
バ
ル
ー
ン
を
挙

げ
、
ま
た
し
て
も
国
民
の
目

を
そ
ら
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
民
主
主
義
、
主

権
在
民
を
意
識
し
て
行
動
に

出
た
市
民
は
、
自
ら
冷
静
に

判
断
し
、
安
保
関
連
法
を
「
廃

案
」
に
追
い
込
む
闘
い
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

戦
争
を
し
な
い
国
、
平
和

主
義
・
日
本
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
と

共
に
闘
う
こ
と
を
改
め
て
強

く
決
意
致
し
ま
す
。

（２）第３６６号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１５年（平成２７年）１０月１日

解
釈
改
憲
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
許
さ
な
い
ぞ
！

新
幹
線
関
西
地
本
第
２
回
平
和
研
修

政府の犠牲になった満蒙開拓団
ＪＲ総連東海地協平和研修に参加

抑
止
力
は
証
明
不
可
能
。
戦

争
が
行
わ
れ
攻
撃
さ
れ
る
と

『
抑
止
力
が
足
り
な
か
っ
た
』

と
な
り
、
無
限
的
な
軍
拡
に

な
っ
て
い
く
。
経
済
力
が
あ

る
方
が
有
利
。
消
費
税
、
配

偶
者
控
除
の
見
直
し
等
、
防

衛
の
問
題
は
私
た
ち
の
生
活

に
直
結
し
て
い
る
。
自
衛
隊

だ
け
で
な
く
国
内
の
「
陸
、

海
、
空
」
の
労
働
者
は
、
当

然
、
国
の
基
幹
産
業
と
し
て

協
力
さ
せ
ら
れ
る
。
現
場
で

し
っ
か
り
と
し
た
議
論
が
必

要
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

今
研
修
で
は
、「
戦
争
法
」

の
矛
盾
と
問
題
点
、
疑
問
点

を
全
体
で
学
び
、「
戦
争
法
」

の
撤
回
、
廃
止
に
向
け
て
、

闘
う
こ
と
を
全
体
で
確
認
し

ま
し
た
。

常
に
良
い
勉
強
に
な
っ
た
。

二
度
と
戦
争
を
起
こ
し
て
は

な
ら
な
い
と
、
改
め
て
決
意

し
た
」
な
ど
の
感
想
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

【
満
蒙
開
拓
団
と
は
】
１
９

３
１
年
の
満
州
事
変
か
ら
１

９
４
５
年
に
至
る
ま
で
、
い

わ
ゆ
る
旧
「
満
州
国
」
（
中

国
東
北
部
）
、
内
モ
ン
ゴ
ル

地
区
に
国
策
と
し
て
送
り
込

ま
れ
た
農
業
移
民
団
で
、
終

戦
に
は
約

万
人
い
た
と
い

32

わ
れ
て
い
る
。
終
戦
直
前
、

ソ
連
の
対
日
参
戦
で
関
東
軍

か
ら
置
き
去
り
に
さ
れ
、
開

拓
団
は
多
大
な
犠
牲
者
を
出

し
た
。

浜
名
湖
を
背
に
快
適
プ
レ
ー

第

回
ゴ
ル
フ
大
会

23

９
月

～

日
、
グ
ラ
ン

15

16

デ
ィ
ー
浜
名
湖
（
エ
ク
シ
ブ
）

に
お
い
て
、
第

回
ゴ
ル
フ

23

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
前

日
は
、
大
懇
親
会
で
英
気
を

養
い
翌
日
の
プ
レ
ー
に
備
え

ま
し
た
。
成
績
は
以
下
の
通

り
で
す
。

優
勝
：
佐
藤
賢
（
新
幹
線
）

／
準
優
勝
：
剱
持
善
昭
（
新

幹
線
）
／
３
位
：
中
西
健
二

（
名
古
屋
）
／
４
位
：
加
藤

光
典
（
本
部
）
／
ベ
ス
ト
グ

ロ
ス
：
中
山
喜
弘
（
名
古
屋
）

た
し
ろ
議
員

便
り

今後のサークル行事

ＪＲ総連西ブロック野球大会

10月21～22日 大阪

第24回バレーボール・テニス大会

11月10～11日 熱海市網代

第20回登山大会

11月27～28日 箱根金時山


